






○
農
地
法
３
条
申
請
に
つ
い
て

○
農
地
法
４
条
・
５
条
申
請
に
つ
い
て

　
農
地
は
か
け
が
え
の
な
い
食
糧
生
産
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
由

に
売
買
で
き
る
宅
地
な
ど
と
異
な
り
、
売
買
に
よ
る
所
有
権
移
転
な
ど

や
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
農
地
の
売
買
や
貸
借
を
行
う
場
合
の
申
請
で
す
。
農
地
の
受
け
手
と

な
る
申
請
者
は
、
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
許
可
後

は
耕
作
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
農
地
を
転
用
す
る
際
、
所
有
者
自
身
が
転
用
す
る
場
合
は
４
条
申
請
、

所
有
者
と
転
用
者
が
異
な
る
場
合
は
５
条
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

転
用
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
左
表
に
あ
る
農
地
の
立
地
条
件
に
よ
り

許
可
の
方
針
が
異
な
り
ま
す
。

◆
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
必
ず
相
続
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
農
地
を
相
続
し
た
ら
、
必
ず
相
続
登
記
（
亡
く
な
っ
た
方
が
所
有
し
て
い

た
農
地
等
の
不
動
産
の
名
義
を
相
続
人
に
変
更
）
を
行
い
、
農
業
委
員
会
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

（農
地
法
第
３
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
）

※
相
続
手
続
き
が
で
き
て
い
な
い
と
、
農
地
の
売
買
や
耕
作
者
へ
の
貸
付
、

　 

農
地
を
担
保
に
し
た
お
金
の
借
入
な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
。

地域区分
（ゾーニング）

農　地　区　分 許　可　の　方　針

農
業
振
興
地
域

農　用　地　区　域

原則不許可
・除外６要件を満たし、転用許可が

　見込める場合のみ、農用地区域
　から除外し、農地転用ができる

農
用
地
区
域
外

１種
農地

・集団農地（10ha以上）
・土地改良実施農地など

例外許可
・集落接続の住宅等（500㎡以内）
・他の農地に替えられないことなど

２種
農地

・３種農地に近接する農地
・集落内農地など

例外許可
・集落接続の住宅等（500㎡以内）など

３種
農地

・駅から300m以内の農地
・公共２施設（小学校・保　　　　
　育園等）から500ｍ以内
　にあり、水管下水管が
　埋設されている道路の
　沿道の農地など

原則許可
（土地造成のみの転用はできない）

都市計画
区域内
用途地域

３種
農地

用途地域内農地 原則許可（土地造成のみも可）

農業委員会だより 第52号　(4)　

※　農地の盛土等のために建設用残土を使用する場合については、一時転用許可申請が
　　必要となることがあります。手続きについて農業委員会までお問い合わせください。

　
農
地
を
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
、
違
反
転
用
者
に
は
、
県
知
事
が
工
事
を
中
止
さ
せ
、

元
の
農
地
に
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

【
全
部
効
率
利
用
要
件
】

　
・
申
請
農
地
を
含
め
、
所
有
し
て
い
る
農
地
ま
た
は
借
り
て
い
る

　  

農
地
の
全
て
を
効
率
的
に
耕
作
す
る
こ
と
。

【
農
地
所
有
適
格
法
人
要
件
】

　
・
法
人
が
所
有
権
を
取
得
す
る
場
合
は
、
農
地
所
有
適
格
法
人

　 

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

【
農
作
業
常
時
従
事
要
件
】

　
・
譲
受
人
又
は
世
帯
員
等
が
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と
。

　
※
原
則
１
５
０
日
以
上

【
地
域
と
の
調
和
要
件
】

　
・
申
請
農
地
の
周
辺
の
農
地
利
用
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
。



農業委員会・農地利用最適化推進協議会

農地法の許可申請や各種届け出の審議、地域の
農業の方向性や農地集積に関する話し合いなど
を行っています。

５～10年後を見据えながら、農地集積の取り組み
や地域農業の今後について、地域の方々と話し合
いを行っています。

地域での話し合いの調整や担い手組織の設立など
業務推進のための研修会に参加しています。
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　　　　　　地域での話し合い

研修会への参加

　

　農地を貸し借りする際には、賃借料情報を参考としつつも、収穫量や圃場条件等を踏まえた上で、

当事者間の話し合いにより賃借料を決めていただきますようお願いいたします。

地区 地目 平均額 最高額 最低額 データ数

小浜・雲浜・西津 田 ４，０００円 ４，０００円 ４，０００円 １筆

内外海 田 ４，０８２円 ４，０８２円 ４，０８２円 １筆

国　富 田 ７，０５４円 １０，０００円 ２，０００円 ２６筆

宮　川 田・畑 ４，９５４円 ６，０００円 ２，５００円 ４２７筆

松　永 田 ６，３５５円 ８，０００円 ２，５００円 ７０９筆

遠　敷 田 　７，０５６円 ８，０００円 ２，５００円 １１６筆

今　富 田 　４，２４０円 ９，５００円 １，５００円 ２５筆

口名田 田・畑 ３，０００円 ３，０００円 ３，０００円 ３８筆

中名田 田・畑 ５，０００円 ５，０００円 ５，０００円 １１筆

※平均額と筆数には、無償および物納により賃借料を設定している農地は含んでいません。

※平均額は、賃借料の合計を筆数で割って求めた額です。

現地調査・農地パトロール

農業委員会の審議案件の現地確認や、農地パトロ
ールを通じた遊休農地の調査などを行っています。



田
中
　
政
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谷
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藤
田
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羽
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高
鳥
　
佐
太
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太
良
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吉
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奈
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誠
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若
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池
田
　
茂
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田
　
勝
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尾
崎)

東
野
　
重
樹
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府
中)

池
田
　
雅
史
　(

生
守)

清
水
　
正
彦
　(

本
保)

森
　
徳
行
　(

西
勢)

宮川・松永・遠敷

中 名 田

今 富

小 浜 ・ 雲 浜 ・ 西 津 ・ 国 富内 外 海

農　地　利　用　最　適　化　推　進　委　員

会
長

松
尾
　
志
信
　(

竹
長)

　
　

岡
田
　
昌
樹
　(
野
代)

福
永
　
信
明
　(

熊
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河
嶋
　
幸
男
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遠
敷
一
丁
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内
田
　
篤
宏
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甲
ヶ
崎)

副
会
長

東
　
清
俊
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下
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早
　
俊
夫
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相
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赤
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裕
子
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木
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和
田
　
千
代
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下
根
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岡
本
　
康
次
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上
野)

第　２５　期　農　業　委　員

農地の貸付や集積、転用など農地に関わることは、農業委員、農地利用最適化推進委員にご相談ください。

加 斗

口 名 田
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